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獲

刊

の

僻

吾
が
懐
徳
堂
の
學
、
専
ら
珈
虚
経
賢
偲
を
講
じ
、
徳
性
を
涌
養
し
、
兼
て
學
術
を
研
究
す

る
を
以
て
宗
旨
マ
芥
ば
9
゜
師
資
人
あ
り
、
各
講
壇
を
主
持
す
。
賓
に
浪
華
第
一
の
修
養

境
た
り
。
吾
人
講
を
聴
く
者
、
書
を
挟
ん
て
堂
に
登
り
、
皆
欣
然
マ
了
し
て
斯
の
道
を
聞

く
を
築
む
。
文
蓮
隆
々
學
徒

H
に
増
す
。
洵
に
盛
な
リ
マ
面
叩
つ
べ
し
。
然
る
に
講
を
聴

く
者
、
年
紺
差
あ
り
、
職
業
各
異
り
、
一
時
に
相
集
り
、
講
畢
つ
て
退
散
す
。
未
だ
會

を
立
て
友
を
聯
い
る
の
設
あ
ら
ず
。
吾
人
嶺
に
以
て
憾
こ
な
す
。
大
正
十
二
年
、
斯
の

堂
開
講
後
、
正
に
七
年
を
歴
ttiJ゚

弦
に
二
三
同
志
、
會
約
の
議
を
竹
謀
り
、
以
て
諸

を
衆
に
諮
る
。
乃
ち
異

n
同
昔
咸
其
の
欅
を
賛
す
。
是
に
於
て
會
約
を
創
定
し
、
名
け

て
堂
友
會
三
日
ふ
。
遂
に
記
念
祭
恒
典
の

H
を
以
て
、
為
に
開
曾
式
を
行
ふ
。
之
を
継

る
に
務
め
て
該
堂
の
宗
旨
に
遵
ひ
、
堂
友
相
親
み
、
麗
澤
の
盆
を
資
せ
し
む
る
に
在
リ

而
し
て
會
誌
を
印
行
す
る
所
以
の
も
の

l‘

た
ゞ
是
れ
俯
に
骰
し
て
文
を
成
す
の
美
の

み
。
嗚
呼
斯
の
堂
開
か
れ
て
七
年
、
乃
ら
斯
の
會
成
る
。
党
囮
學
記
に
所
謂
小
成
ゞ
ぷ
｀



ふ
も
の
に
あ
ら
ず
ゃ
。
然
り
而
し
て
其
の
所
謂
大
成
な
る
も
の
は
未
だ
し
。
今
よ
り
し

て
後
競
々
業
々
彼
此
切
磋
し
、
業
を
敬
み
紅
を
築
み
、
成
功
永
く
頼
り
、
各
人
を
し
て

光
あ
ら
し
め
ん
。
是
れ
吾
人
の
固
よ
り
営
に
勉
む
べ
き
所
な
り
。
乃
ち
斯
の
會
の
由
来

を
述
べ
、
以
て
硲
刊
の
辟
さ
な
す
。

大
正
十
一

1

一
年
三
月

懐

徳

堂

堂

友

會

幹

事

識

二


